


























































科、入学前の学暦などを調査した結果の概．要を整理し、東亜同文書院（大 ）に入学 た学生たち 実像に迫ることを目的としている円一またこの日的に限定されるつ
なお筆者の調貨は入学有側々人を識別することを日的と






の区別は明記されていない 例外的に希に誰それは外務省派遣あるいは満鉄派遣生だったと記されているばあいもあるが）。近い将来には 府県派遣生、公費生、私費生の区分に応じた卒業生群像を描き出す研究が可能となるか 知れない。






















っかのデータが知られている。戦前の日本には男子については徴兵制があったか 不正確だった筈はない。しかし、この報告では筆者自身が調査したものを掲げ、より正確な検討は別の機会に譲りたい。なお以下の報告で取りあげるのは入学者数であり、卒業者数ではない。入学者数と卒業者数とのあいだにはかなりのズレがある。留年して遅れて した人もいるし、また、学業途中の病気あるい 家事都合による退学、処分による退学、死亡などが少なくなかったからである。とくに戦前には若者のあいだ の結核による死亡や退学が多数あったことは特筆しておかなくてはならない。いまの人には考えにくいことだからである口




















（ニ）学費は高かった戦前の私学の学費は、日学のそれより低 のが普通で国表 1 東亜同文田院への入学資格、出願手続きと学費 0925年頃）（入学資格）
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が、その選抜方法の詳細は、これまでのところ知られていない。学校側と派遣一花たる団体と何らか 契約を結んでいたのだろうと推測されるが、現在の ころ詳細はわかってしなし後で述べるように、公 で最も多かったのは南満州鉄




































































期の数と商暦年の一桁の数とは一致していた。ただしこれは一九．二八年入学 第一二八期までのことである日（具体的にいうと、学籍簿は、一九三八年に入学した者のうち規定の年以に卒業できなかった行を第三九期中と ているので、これ以後は西暦年次 合わない
c）
本稿では、咋門学校として指定される以前を前期とし、











明している限りそのほとんど全部が府県派遣生で占められていた。こ は、卒業牛．の思い出などとも合致 る。詳しくいえば、残された 資料に疑問がある第二期をのぞき、府県派遣生はつねに入学者の過半を占め、ことに第七期から第一一期までは府県派遣生のみであった。府県派遣生数は第五期の九六名が最大で、おおむね九
O
から五





















































































































































































































































みを iii ぅて学びに行η た r; r.t二ちI 東亜！ロl 文 jtf院入’F r,·c＇）俳f象
表己 弁亜同文宙院への府県派遣入学者¢晴遣府県別内訳
（第1期～19期）
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主第 IWJの京 r.i;,J. 、点目1;,{.f3、京都市2の ｛，，ii·' l毛崎は長崎県·1 、長崎 rli2の il"ill・0
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で、第一一一．期まで 学籍簿には記載されていない。入学者の前学阪は、去には掲げなかったが、判明し いる限り は、中学校卒業者が圧倒的 多数を占め それ以
外の学経者は、肢も多かった商業学校卒業者でも数名を超
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E．専門学校時代の東亘同文書院入学者の若干の特徴
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入学期



























四国四 六 名（五・三%）、中岡地方五県二．一川名（一一%）、九州・沖縄八県四六問名（一一一八・四%） 、九州地方各県が熱心であったことがわ る
r
一二．この期間の派遣生の数を府県ごとにみると、積極的











熊本（六四）、③鹿児 （五二）、⑥長野（四七）、⑦広島（六）、③大分 四二）、⑨佐賀 一 七）、⑩大阪 一一一六）であっ
















































































































































































































































































































































































































1,1JJ(舟 1：.記。己念材i 18 
表7 専門学校時代の東亜同文田院の府県派遣入学者の
派遣府県別内訳（第加～39期）
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方別にみると、北海道・東北六県は凹九名（八・七%）、関東一府六県六一二名（十一 二%）、甲信越一二県二五名（凹・四%）、東海問川町四 七・一 %）、北陸三県十一名（一一－O%）、近畿二府四県百二名（ 八・一%）、四国間県三七名（
Lハ・六%）、中国五県八六名（十五・二%）、九州・沖
縄八県百四一一一名（二五・三%） 外地七名（一・一一%）であった口私費生の全体的傾向は寸府県派遣生と同じく 東北地方からは少なく、関西 九州地方から多いようであったり
四．東京府のようにこの時期に派遣制度を実施していな
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表8 専門学校時代の東E同文田院への私費入学者の府県別内訳
（第20期～第39期）
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iii・ 22 1 9 18 32 39 21 15 14 20 26 15 33 29 35 52 55 56 50 23 
[it] 第27期、 28即jにはそれぞれ聴講中l名を ｛；； む。
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東亜同文書院への商業学校からの入学者は、筆者の予想上に少数であった。｛目立高等商業学校に商業学校 らの入学者が多かったのは、その入 者選抜において、商業学校卒業者に対しては入学者選抜のための学か検究科目の一部を中学校卒業者のそれと替え 措置をとって からである。東亜同文書院がこうした措置をとるようになったのは遅かったのかも知れない。いずれにせよ、僅かにせよ京．
m




2:{ 東弧Jii）文容院入学貯の俳｛事：一 i毎を i度って午：ぴに行った行者たん
者の過半は当該年度卒業者すなわちいわゆる現役出身、だった。この傾向は他の年度でもあまり変わらない口
表10 東亜同文宙院第三四期入学者の入学前の学歴
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開目11 入学 入学 内府県派遣If:. 内公費「I=. 内私費生年次 総数 実数比率 実数比率 実数比率
I 1939 167 70 (41. 9) 13 (7.8) 84 (50.3) 
ワ- 40 161 75 (46.6) 23 (14 .3) 63 (39. l) 
3 41 172 82 (47.8) 25 (14. 5) 65 (37.8) 
42 183 88 (48. I) 24 (13.1) 71 (38.8) 
5 43 176 91 (51. 7) 25 (l,t .2) 60 (34. I) 
6 44 90 43 (47 .8) 6 (6.7) 41 (45.6) 
ノ1--1』ヨnιI 949 449 (47.3) 116 (12. 2) 84 (40.5) 
予科第1m1は、通算節40期として拘われている。






































かしその本籍により出身府県内訳 みると 長崎など従来から多かった九州勢 、東京（凹八名）、福岡（四一名）大阪（二六名）、兵庫（一二名）、長崎（一七名） 愛知（一
府県派遣生が半数前後
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ように、英語、ドイツ語、フランス語圏が中心で、それはいわば先進国に ぶためのものであり、最も身近な外国である中問、朝鮮について学ぶためで なかったコこうした近代日本の流れの で、東亜同文書院（大学）が中国語と中国について本絡的に学ぶ機会を提供したことが、谷道府県当局に支持されたこと、その呼びかけに応えてそこに学ぼうとする有為の若者たちを集め得 ところに、東唖同文書院（大学）の成立基盤があったと言える
c
こうして海を越えて中国について学びに行こうとする有
為の若者たちが全国 多数 たことは 日本の近代史上に特筆すべきすばらしいことであっ 。
これがわたくしのったない報告の主題である
G







するのでなく、入学者のすべ について、派遣元、入学前の学阪など本稿に前川した要けを筆記するいわば批も十日典的ともいえる万法によったコ一このために、思わぬ誠一一記などの蹴断少なしと ないことをお断りしておかなくてはならなし軍将の学問研究の特徴なり姿勢を」」」口で・一ゴ口えば、与えられた場において、研究するに価するしごとで、筆者 出来そうなことに努力する、ということに以さるここで取りあげたテ
l
マも、数年来愛知大学に勤務して、本学が東恒
同文書院（大学）に縁が深いことを知った に由来し調査について若干の便宜を得ることができ からである。私事にわたって恐縮だが、資料の閲覧を余人に助けていただくことがはばかられたので、愛知大学の藤田佳久教授の指導生である大学 生に若干 助力を ただいたほか、
手術前と術後間もない時期だっ に家内には延べ一五日間も豊橋校舎に通ってもらったり記して感謝の微立を表ておきたい。
本稿は愛知大学在職中の筆者の最後のしごとになった。得難い勉強をさせていただいたことに感謝するとともに、愛知大学が京亜川文書院の学風のすぐれた耐を継承していっそう発展することを祈念して結びのことばと 。














会という発表の場を提供して下さったので、原稿をとめる機会となりま た口このことにも、改 て謝意を去します口また松谷昭蹟氏は苦心して収集 た資料を惜しみなく提供して下さっ だけで く、公開講演会での報告原稿を仔細に検討して誤りを一訂正して下いましたっ合わせて謝意を衣し す
σ
しかしいうまで
もなく、本報也口のすべては筆者 貨任に属しています中
